
 

【
作
者
】 

賴 

山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
年
）
、
名
は
襄
（
の
ぼ
る
）
、
字
（
あ
ざ
な
）
は
子
成
、
号
は
山
陽
。
安
永
九
年
十
二
月
大
坂
江
戸
堀
に
生
ま
れ
た
。
父
春
水
は

安
芸
藩
の
儒
者
。
七
歳
に
し
て
叔
父
杏
平
に
つ
い
て
書
を
読
み
、
十
八
歳
で
江
戸
に
遊
学
し
た
。
二
十
一
歳
京
都
に
走
り
脱
藩
の
罪
に
よ
り
幽
閉
さ
れ
る
。
後
、
各

地
を
遊
歴
し
天
保
三
年
九
月
病
の
た
め
に
没
す
。
年
五
十
三
歳
。
著
書
に
「日
本
外
史
」 

「日
本
政
記
」「日
本
楽
府
（が
ふ
）」等
が
あ
る
。   

【語
釈
】＊
中
秋
無
月
侍
母…

月
見
の
晩
、
母
に
侍
し
て
月
見
を
し
た
が 

生
憎
（あ
い
に
く
）
月
が
で
な
か
っ
た
。  

 

＊
重 

得…

ふ
た
た
び
何
何
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

＊
一 

巵…

一
つ
の
さ
か
ず
き
。  

 

＊
尊 

前…

さ
か
だ
る
の
ま
え
（母
の
ま
え
）  

 

＊
鬢 

邊…

び
ん
の
あ
た
り  

【
通
釈
】
母
と
共
に
、
中
秋
の
月
見
を
し
な
く
な
っ
て
、
も
う
十
三
年
も
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
宵
（
こ
よ
い
）
は
涼
し
い 

秋
風
の
も
と
、
重
（
か
さ
）
ね
て
母
を
迎
え
て
、
一
杯
の

酒
を
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
天
気
が
悪
く
月
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
、
自
分
の
鬢
（
び
ん
）
の
あ
た
り
の
白
髪
（
は
く
は

つ
）を
、 

み
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
が
、
せ
め
て
も
の
す
く
い
で
あ
っ
た
。 

（親
に
心
配
さ
せ
ま
い
と
す
る
山
陽
の
ま
ご
こ
ろ
が
溢
（あ
ふ
）れ
て
い
る
。
）   



 


